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1. 知働化とは何か：YURUism（ゆるイズム）による再定義 

2023 年 7 ⽉ 7 ⽇ 
本橋 正成（もとはし まさなり） 
「知働化」の名付け親 

ようこそ、知働化研究会へ。 
初めての参加者にとって「知働化」は初めて聞く単語かと思います。知働化の意義
と意味を理解することを⽬的としています。 

第⼀章では、「知働化」の名付けに⾄った経緯とその後の活動に紹介します。 
第⼆章では、「知働化」について説明し、さらに『ゆるイズム』を通じて再定義し
ます。 
第三章では、再定義の『YURUism / ゆるイズム』に紹介します。 
第四章では、知働化を⽤いた⽇常⽣活の物語です。 

2. 知働化の名付け 

「知働化」の名前をつけるに⾄った経緯 

2.1. 名付けの経緯 

深い議論の中での発想 知働化研究会は 2009 年 6 ⽉ 8 ⽇に設⽴されましたが、その
設⽴前から研究メンバーたちは社会の状況やこれからの考え⽅について深い議論を
楽しんでいました。哲学や宗教などの本質についての探求から、アジャイル開発の
次なる進化についてのアイデアまで、多岐にわたるテーマに対して情熱的に議論を
重ねていました。 

新しい研究会の名前を模索 設⽴される新しい研究会は名前が必要でしたが、良いア
イデアが浮かばない時期がありました。メンバーはどんな名前が適切かを模索し、
その研究会の本質や⽬的を表現する名前を⾒つけようと努⼒していました。 

ひらめきと⾃転⾞の旅 そのとき、メンバーの⼀⼈である本橋は競技⽤⾃転⾞に乗っ
ている最中にひらめきました。まだ 6 ⽉にはなっていない 5 ⽉の終わり、暖かな⽇
差しが降り注ぐ中、本橋は突然「知働化」という⾔葉が頭に浮かびました。忘れな
いうちにメモを取るか、メンバーの皆さんに早く伝えたくて、急いで帰宅しパソコ
ンに向かいました。 

知が働くという共通要因 本橋の閃いた「知働化」という名前が⽣まれ、その提案は
研究メンバーたちに暖かく受け⼊れられました。名前には深い意味が込められてい
ます。どのような分野であっても、問題解決や創造に取り組むとき、知が働くとい
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う共通要因が存在することを表現しているのです。これが、研究会にとって⼤切な
出発点となりました。 

2.2. 知働化のネーミングについて 

この⽂章は、知働化研究会のトップページに掲載されていたものです。 1 

2009 年 6 ⽉ 2 ⽇ 名前決定 
2009 年 7 ⽉ 29 ⽇ 作成 本橋 正成 

研究会の⽅針や名前など、⽴ち上げに当たって⼤槻⽒と⼭⽥⽒とやりとり
をされていらっしゃいました。そこに私が加わってメールでお話した「知
働化」のネーミングについて簡単に紹介します。今回の研究会を⽴ち上げ
るにあたっての名前を付けるポイントは、わかりやすく、ビジネスの経営
者や営業者、政府機関、コンサルタント、ソフトウェア業界の⽅々に興味
を持っていただけそうな名前を考えていました。 

研究会のテーマ ソフトウェアとは実⾏可能な知識であり、ソフトウェアが
置かれる世界や様相を主題としなくてはならない。不確実性に対応するア
ジャイルプロセスを発展させ、利⽤や社会的な相互作⽤をデザインする⼿
法を探求していく。 

知識と智恵 知識と⽐較される⾔葉に「知恵」があります。辞書による知識
と知恵は、このように説明されています。 

• 知識:ある事項について知っていること 

• 知恵:物事の理を悟り、適切に処理する能⼒ この知恵の意味には「適切に処
理」ということで「実⾏」の概念もありそうですので「知恵」の⾔葉を検討
しました。しかしながら、a.知恵は実⾏との関連性がわかりにくいこと、 b.
知恵は機械やコンピュータではなく動かす⼈間の側にあればいいこと、のふ
たつの観点か ら「知恵」を研究会名称の選択肢からはずしました。 

知識を織る、知識を動かす 実⾏可能知識でポイントは「知識が動く」こと
です。ここで動くの意味は、チューリング機械が動くという意味での動
く、(I/O の付いた)「識」です(⼭⽥⽒)。私の受けた印象は、知識をパタ
パタと織って布を作り、場合によって布をもらってきます。その布たちを
組み合わせて様相を作っていきます。必要とする場で、様相から切り出し
たり利⽤する印象を持ちました。 
知識を得ること、知識から動くモデルを作って動かすこと。知識を織っ

 
1 http://www.exekt-lab.org 
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て、知識を動くこと。そこから、新しい⾔葉として「知動化」が⽣み出さ
れました。 

知動化から知働化へ 別の⾒⽅をすると「知動化」は⾃動化を包括した概念
でもあります。つまり、知識に注⽬ して⾃動化を⾏う知働化です。さら
に、アジャイル開発プロセス(リーン開発)には「⾃働化(にんべんの働)」が
あります。⾃動化に、⼈間に注⽬し知恵を⼊れると にんべんがついて⾃働
化になります。同様に知動化に、知恵が⼊ると動きに「にんべん」がつい
て「働」 の「知働化」になります。 
地働化は、知働学(ちどうがく)、知働科学(ちどうかがく)、知働⼯学(ちど
うこうがく) などの発展も考えられます。知働化を唱えることを「知働
説」といいます。ただし、地動説を唱えたコペルニクスのように、知働説
を唱えるとさまざまな迫害を受ける可能性があります。 

知を働かせる、知に働かされる、「知働化研究会」の名前の誕⽣です。 

智に働けば⾓が⽴つ。 
情に棹させば流される。 
意地を通せば窮屈だ。 
とかくに⼈の世は住みにくい。 
(草枕 夏⽬漱⽯) 

2.3. 知働化のあゆみ 

社会的な相互作⽤として、以下のようなイベントや出版を⾏ってきました（参照：
知働化研究会のあゆみ ⼤槻⽒作成）。 
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知働化研究会のあゆみ ⼤槻⽒作成 

 

3. 知働化の意義と再定義 

この章では、知働化は何かをゆるいパターン形式で説明します。 

3.1. 知働化が必要な時代背景 

情報⾰命とは、コンピュータ技術と通信技術の進化によって引き起こされた⼤規模
な社会変⾰です。情報の収集、処理、伝達がデジタル化され、インターネットやモ
バイル通信などの技術が普及したことにより、情報のアクセス性や共有性が劇的に
向上しました。 

現在は、VUCAの時代と⾔われています： 

1. 不確実性（Volatility）: 

‒ 環境が急速に変化すること 

	

年	 イベント	 説明	
20
09	

設立	 知働化研究会が歩み始めました。	

20
10	

呪縛WG	 我々の行動や思考を縛り付けている呪縛について語り合

いました	
20
10	

新ソフトウェア

宣言	
次世代の方向性について広く宣言しました	

20
10	

知働化研究誌 1	 知働化の取り組みを紹介しました	

20
13	

知のフリマ	 1-3	 それぞれの持っている知を交換し織りなしました	

20
14	

遺言WG	 次世代への遺言について議論しました	

20
10	

知働化研究誌 2	 知働化の取り組みを紹介しました	

20
19	

缶詰会	 合宿形式で執筆者が原稿を進めました。その後も議論が

続いています	
20
23	

知働化研究誌 3	 	

20
23	

ウインターイベ

ント仮	
今後の取り組みと発展について話し合いましょう	
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‒ 予測が難しくなること 
‒ 予期せぬ出来事や変動が頻繁に起こること 

2. 複雑性（Complexity）: 

‒ 要素や関係が多数存在すること 
‒ 相互依存関係が複雑に絡み合うこと 
‒ 問題の理解と解決が難しくなること 

3. 曖昧さ（Ambiguity）: 

‒ 情報や要件が不明確であること 
‒ 複数の解釈があり、⼀意に定まらないこと 
‒ 期待や要求のズレが⽣じること 

4. 急速な変化（Uncertainty）: 

‒ 技術や市場の進化が速いこと 
‒ 既存のベストプラクティスが陳腐化すること 
‒ 新たな要求や制約が出現すること 

VUCAを伴って、ソフトウェアエンジニアリングの本質的な困難 2 を解釈してみま
した。 

1. 不確実性（Volatility）: ソフトウェアエンジニアリングは、技術やビジネス
環境の急速な変化によって不確実性が⾼まっています。新しいフレームワーク
やプログラミング⾔語の登場、セキュリティ上の脅威、ビジネス要件の変更
などがソフトウェア開発プロジェクトに影響を与える可能性があります。 

2. 複雑性（Complexity）: ソフトウェアシステムは通常、多くの要素の相互作
⽤から構成されます。これにより、システム全体の複雑性が増し、設計や実
装、テストの難度が上がります。さらに、ソフトウェアが⼤規模になるほど、
相互依存関係や⾮線形性が増し、複雑性が⼀層⾼まります。 

3. 曖昧さ（Ambiguity）: ソフトウェアの要求や仕様はしばしば曖昧で不明確な
ままです。ユーザーの要求が不⼗分であったり、異なるステークホルダー間
での意⾒の⾷い違いがある場合、開発者は曖昧さを解消するために追加の努

 
2 『⼈⽉の神話 狼⼈間を撃つ銀の弾はない (20周年記念増訂版、新装版)』ピアソ
ン・エデュケーション、2002 年, ISBN 978-4-89471-665-0. 
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⼒を必要とします。曖昧な要求や仕様は、設計や実装の段階で問題を引き起
こす可能性があります。 

4. 急速な変化（Uncertainty）: ソフトウェア開発は常に変化し続けています。
新しい技術やツールが登場し、既存のベストプラクティスやアプローチが陳
腐化することがあります。開発者は新しい技術を学び、迅速に変化に対応す
る必要があります。この急速な変化によって、開発プロセスの不確実性が⾼ま
ります。 

これらの要素に対処するためには、柔軟性、アジリティ、学習能⼒、チームワー
ク、効果的なコミュニケーションなどが重要となります。本質的な困難に直⾯して
いたソフトウェア開発者たちは、アジャイル開発宣⾔ 3 を提唱することによって、
困難に対処できる可能性を模索しているのではないでしょうか。 

本質的困難を埋め込んだアジャイル開発宣⾔です 

ソフトウェアエンジニアリングが持つ本質的な困難を攻略するため、より
よい開発⽅法を⾒つけだそうとしている。 

• 不可視性： 重なり合っている複数の⼀般的な有向グラフで構成された概念構
造体は、空間に埋め込めず⾒ることはできないため、プロセスやツールより
も個⼈と対話に価値を置く。 

• 同調性： インターフェースを⼈間の慣習や社会制度との順応（顧客から⾒た
品質）を調べるため、包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアに価値
を置く。 

• 複雑性： 本質的に複雑なソフトウェアに対して、相互のコミュニケーション
を通じて攻略するため、契約交渉よりも顧客との協調に価値を置く。 

• 可変性： 慣習や媒体といった変化する⽂化的マトリックスに はめ込められ
ているため、計画に従うことよりも変化への対応に価値を置く。 

銀の弾とアジャイルについてのメモ (Agile is a Silver Bullet) - ariʼs world 
https://motohasi.hatenablog.com/entry/2018/11/02/210615 

本質的な困難とアジャイル開発宣⾔の親和性は⾼いです。本質的な困難への問題意
識が、アジャイル開発宣⾔の要因のひとつになったとの考えは受け⼊れられます。
アジャイル開発は、ソフトウェア開発の困難に対処するための柔軟で迅速なアプロ
ーチとして、現代のソフトウェア開発プロセスにおいて重要な位置を占めていま

 
3 https://agilemanifesto.org/iso/ja/manifesto.html 

https://motohasi.hatenablog.com/entry/2018/11/02/210615
https://motohasi.hatenablog.com/entry/2018/11/02/210615
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す。アジャイル開発宣⾔は、ソフトウェアエンジニアリングにおける提案とは⾔
え、それ以外の領域に対しても有効であることが経験的にわかってきました。 

しかしながら、アジャイル開発の「次」は何か、IT に限らず⼀般的な社会制度や経
済、哲学や⽂化など強く関係している事柄についての探究は⼗分になされていませ
ん。 

3.2. 知働化のチャレンジと影響要因 

次世代のエンジニアリングやサービス、組織やビジネス、⽂化や哲学に⾄るまで幅
広く深い問題意識を持って議論する必要があります。 

研究誌や⽸詰会、イベントを通じて、以下のような事柄について幅広く研究してき
ました。 

1. 哲学や思想の研究: 知働化研究室では、哲学や思想に関する研究を⾏ってき
ました。これにより、⼈間の知識や意識のあり⽅、⼈間の⽬的や価値観につ
いて深く考察し、知識労働者としてのエンジニアの役割や存在意義を探求し
てきました。 

2. デザインやイノベーションに関する研究: 知働化研究室は、デザイン思考や
イノベーションに関する研究も⾏ってきました。これにより、新たなアイデ
アや解決策の創出⽅法、創造性の促進、ユーザーエクスペリエンスの向上な
どに焦点を当てました。 

3. システムや科学に関する探究: 知働化研究室では、システム思考や科学的な
アプローチによる研究も⾏ってきました。システムの相互作⽤や複雑性を理
解し、継続的な学習や改善を促進する⽅法を探求してきました。 

4. 組織や⼈に関する研究: 知働化研究室は、組織や⼈に関する研究も⾏ってき
ました。組織の⽂化や⾵⼟、チームの動態、リーダーシップの役割などを分
析し、知識労働者の働き⽅や⽣産性の向上につながるような環境を模索して
きました。 

5. 社会や⽂化に関する研究: 知働化研究室では、社会や⽂化に関する研究も⾏
ってきました。社会の変化やトレンド、⽂化の影響などを考慮し、知識労働
者としてのエンジニアの役割が社会や⽂化にどのように関連しているかを探
求してきました。 

6. 問題解決法の整理や探究: 知働化研究室では、問題解決法に関する研究も⾏
ってきました。既存の問題解決⼿法やアプローチの整理や⽐較、新たな⼿法
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やアイデアの発⾒などを⾏い、問題解決法がそのものが持つ問題についても
議論してきました。 4 

7. 政治や経済に関する研究: 知働化研究室では、政治や経済に関する研究も⾏
ってきました。政治的な制度や経済的な仕組み、規制環境などについて分析
し、独裁性や⺠主主義、経済と、エンジニアを含む組織について研究と実践
してきました。 

以上の要因について、知働化研究室ではそれぞれの研究を通じて、エンジニアリン
グやサービス、組織やビジネス、⽂化や哲学などの幅広い領域における課題に向き
合っています。これにより、より持続可能な社会や経営を築くための知識と洞察を
提供することを⽬指しています。 

研究会では、幅広い領域について深く議論していきます。参加者も、それぞれの想
いを持ち独⽴して議論しています。しかし「知働化」そのものについての共通認識
は⼗分ではありません。 

3.3. 知働化の再定義 

知働化研究会において幅広く議論がなされてきました。しかし、より社会に受け⼊
れられていくために、この「知働化」そのものについて語りたいです。 

現時点で著者が考える知働化の定義を紹介します。 

 

3.3.1. 知働化 1＝実⾏可能知識@IT 

コロナ禍で休校になり毎⽇のように家族でお昼を⾷べている時期がありました。 最
初は楽しみだったものの毎⽇続くと、その選択に悩むようになりました。 

 
4 Masanari MOTOHASI, 2014, ゆる思考 問題の問題に対する挑戦, AsianPLoP 
2014, https://hillside.net/asianplop/proceedings/AsianPLoP2014/papers/20.pdf 

知働化	 定義	 内容	 適応分野	
知働化 1	 実行可能知識	 ゆるコード	 IT、法、パターンランゲージ	
知働化 2	 表現	 ゆる思考	 モデル、情報転送	
知働化 3	 創造	 ゆる制約	 設計、アート、デザイン	
知働化 4	 学習	 ゆる反応	 モデル化、システム	
知働化 5	 対話	 ゆる状況	 教育、現場、ワークショップ	
知働化 6	 自律	 ゆる支配	 政治、チーム、民主化	
知働化 7	 気付き	 ゆる日常	 人生、生き方	

	



 122 

⼦どもたちとのランチを元に ⼦どもと書いた Pythonのプログラムです。 

import random 

our_lunches = [ 

    'そば・うどんを茹でる、お餅を焼く', 

    'インスタントラーメンを⾷べる', 

    'シリアルやグラノーラを⾷べる', 

    '残りものを⾷べる、残り物がなかったら、もう⼀度、実⾏する', 

    'コンビニやスーパーへ買いに⾏く', 

    'マクドナルドへ買いに⾏く', 

    '何を⾷べるか話し合って決める' 

] 

print('今⽇は'+random.choice(our_lunches)) 

このプログラムを実⾏すると 

今⽇はインスタントラーメンを⾷べる 

とその⽇の料理を教えてくれます。 知識が実⾏された、とも解釈できます。 

知識の記述やメモだけでは、その知識が実際の⾏動に影響を与えることはできませ
ん。知識を実され、それが働くことが重要です。このプログラムの例では、⾷事の
選択肢をリストとして定義し、ランダムに選択することで実際の⾏動を決定してい
ます。 

このような知識を具体化するプログラムや⾏動の中で、知識⾏為が⾏われます。知
識⾏為は、知識や情報を活⽤し、問題解決や意思決定などの課題に取り組む活動で
す。具体的な⾏動を通じて知識が活⽤されることで、知識⾏為が実現されます。 

「知働化」とは、知識を具体的な⾏動や労働に結び付けるプロセスやアプローチを
指します。具体的なプログラムの例は、知識が実⾏可能な形に変換され、⾏動に反
映されることが「知働化」の⼀つの側⾯です。 

3.3.2. 知働化 1＝実⾏可能知識 

コンピュータ・マシンが解釈できるコードである実⾏可能知識をさらに⼀般化して
みましょう。 

実⾏可能知識は、コンピュータが解釈できるコードだけでなく、法律や曼荼羅、パ
ターンランゲージなど、さまざまな形式の知識を含みます。これらは単なる記述や
図像ではなく、実際のシステムや⼈々の⾏動の中で活⽤され、影響を与えます。 

（安全運転の義務） 第七⼗条 ⾞両等の運転者は、当該⾞両等のハンド
ル、ブレーキその他の装置を確実に操作し、かつ、道路、交通及び当該⾞
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両等の状況に応じ、他⼈に危害を及ぼさないような速度と⽅法で運転しな
ければならない。 
道路交通法 

法律の例を⾒てみましょう。道路交通法の第七⼗条は、運転者が⾞両を確実に操作
し、他⼈に危害を及ぼさないような速度と⽅法で運転しなければならないことを定
めています。この法律は単なる⽂字の列ですが、実際の道路や標識、警察、運転者
などのシステムの中で運⽤され、安全な交通環境を実現するための実⾏可能な知識
として機能しています。 

 

胎蔵界 via https://en.wikipedia.org/wiki/Mandala 
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同様に、曼荼羅も単なる⾊の濃淡の模様ですが、そのテクスチャーを読み取り、知
識が働き、⼼に影響を与えます。曼荼羅は宗教的な象徴や思想を表現する⼿法であ
り、観る⼈の⼼を静めたり、瞑想を促したりする役割を果たします。これは単なる
図像だけではなく、知識として働き、⼈々の内⾯に深い影響を与える実⾏可能な知
識です。 

このような法律や曼荼羅などの知識は、単なる記述や図像の域を超えており、実際
のシステムや⼈々の⾏動の中で働きます。実⾏可能知識として活⽤されることで、
社会や⽂化、個⼈の⾏動や認識に影響を与え、知識労働の⼀環として働いていま
す。知識の持つ⼒と影響⼒を理解し、実践することが知働化の範疇に含まれます。 

3.3.3. 知働化 2＝表現 

知働化における実⾏可能知識は、記述と実⾏の双⽅の要素を含んでいます。記述
は、法律やプログラムなどのコードとすること、実⾏はその環境への作⽤です。
「知働化」の「化」は、変化を意味しています。 

知識や思いを表現し、実際の⾏動や具体的な記述に変えていくプロセスも、知働化
と呼ぶことができます。例えば、デザインやアート、⼩説や論⽂の執筆など、継続
的に表現を⾏う活動は「知働化」の⼀環です。これらの活動では、アイデアや感
情、情報などが⾔葉や絵画、⾳楽、デザイン、表現の形式を通じて具現化されま
す。それによって、知識や思考が他の⼈と共有されたり、影響を与えたりすること
が可能となります。 

表現を通じた知働化は、個⼈や社会に対して多くの価値をもたらします。表現活動
は新たなアイデアや視点を⽣み出し、問題解決やイノベーションの源となることが
あります。また、⽂化や芸術の領域での表現は、感情や思考の共有、社会的なつな
がりの形成、個⼈や集団のアイデンティティの形成に寄与します。 

知識や思考を表現することは、個⼈の内⾯の世界を外部に⽰すだけでなく、相互作
⽤や共有の場を創り出すことでもあります。表現活動は、⾔葉や記号、メディアを
通じてアイデアや知識を形にし、他の⼈々との対話やコミュニケーションを促進し
ます。これにより、知識や思考が進化し、さらなる創造性や洞察を⽣み出すことが
できるのです。 

知働化の⼀環としての表現活動は、⼈々が持つ知識や思考を形にし、共有し、より
豊かな⼈間のつながりと成⻑を促進します。表現を通じて、個⼈の内⾯や共有され
た知識が社会的な影響を持つことができるのです。 

3.3.4. 知働化 3＝創造 

知働化には、さまざまな表現の形態が存在します。例えば、⽂章を写経するように
既存の表現を再現する場合や、仕様書に基づいてプログラムを作成する場合など、
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既存の知識を実⾏することも知働化の⼀形態です。しかし、このような場合には知
識の働き⽅が記述の範囲に収まり、限定的になることがあります。 

そこで、知働化の⼀環として、特に創造的な⾏為も強調されます。創造的な活動で
は、設計やアート、デザイン、執筆など、与えられた状況を読み取り、⾔語や制約
の中で新しいものを創造していくことを指します。これは、周囲の状況や⽂脈を観
察し、既存の知識や素材を組み合わせ、新たなアイデアや表現を⽣み出すプロセス
です。 

創造的な知働化によって、特定の状況や⽬的に適した妥当な表現が継続的に⽣まれ
ます。創造⾏為には、状況や制約を理解し、⾃由な発想やアイデアを組み合わせる
能⼒が求められます。これによって、新しい視点や解決策が発⾒され、既存の知識
やアイデアの進化や拡張が可能となります。 

創造的な知働化は、個⼈や組織の成⻑やイノベーションに重要な役割を果たしま
す。創造⾏為は新たな表現やアート作品、デザイン、コンテンツの創造につながる
だけでなく、問題解決や新たな価値の創出にも寄与します。創造的な知働化によっ
て、新たなアイデアや表現が持続的に⽣み出され、知識の範疇が広がっていくので
す。 

3.3.5. 知働化 5＝学習 

前のセクションで説明したように、実⾏可能知識の創造的表現や実⾏によって知の
働きが⽣じます。知の働きそのものの変化は、学習と呼ばれます。 

学習には、ベイトソンによる学習定義のレベル 0 から 4 までの定義が存在します。
これらの定義は、知働化の概念と密接に関連しており、それぞれが知の働きの変化
を表現しています。 

• ゼロ学習の特徴は、反応が⼀つに定まっている点にある。その特定された反
応は、正しかろうと間違っていようと、動かすことのできないものである。 

• 学習Ⅰとは、反応が⼀つに定まる定まり⽅の変化、すなわちはじめの反応に
代わる反応が、所定の選択肢群から選びとられる変化である。 

• 学習Ⅱとは、学習 I の進⾏過程上の変化である。選択肢群そのものが修正さ
れる変化や、経験の連続体が区切られる、その区切り⽅の変化がこれにあた
る。 

• 学習Ⅲとは、学習 II の進⾏過程上の変化である。代替可能な選択肢群がなす
システムそのものが修正されるたぐいの変化である。 

• 学習Ⅳとは、学習Ⅲに⽣じる変化、ということになろうが、地球上に⽣きる
（成体の）有機体が、このレベルの変化に⾏きつくことはないと思われる。
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ただ、進化の過程は、個体発⽣のなかでⅢのレベルに到達するような有機体
を⽣み出しているわけであるから、そのような個体発⽣上の変化を変化させ
る系統発⽣上の変化は、事実Ⅳのレベルに踏み込んでいると⾔える。 

エンゲストローム, ⼭住勝広ほか訳『拡張による学習』, pp163-164 

学習における効果的な進め⽅や⽅法については、出版されている多くの専⾨書に譲
りここでは詳しく触れません。環境からの影響を受けて⼈やマシンが学習し、そし
て⼈やマシンが環境に影響を与えるという相補的な関係が存在しています。学習
は、知識や経験の蓄積、新たな情報の取り⼊れ、適応や成⻑のプロセスとして、個
⼈や社会の発展に重要な要素です。 

3.3.6. 知働化 5＝対話 

実⾏可能知識を記述し、表現し、創造し、学習するためには、多くの情報や状況を
理解することが重要です。この情報の⼊⼒と出⼒のための⼀つの形式として、対話
が存在します。 

対話は、相互のコミュニケーションや意思疎通を通じて情報を交換し、意⾒や知識
を共有するプロセスと⼀般的に定義されています。知働化における対話は、個⼈同
⼠や集団の間で⾏われ、相互作⽤と相互影響が⽣じます。対話には⾔語やコミュニ
ケーションの⼿段が利⽤され、情報や意味が共有されます。 

⾮対話的な場合、個⼈が独⾃の知識や経験に頼って問題に取り組むことがありま
す。この場合、他の⼈々の視点や情報を取り⼊れることが制限され、新たなアイデ
アや洞察を得る機会が制約される可能性があります。また、個⼈の認識や解釈によ
るバイアスや限定的な視野が⽣じることもあります。 

知働化における対話によるアウトカムです： 

1. 共同の理解: 対話によって異なる視点や情報が共有されることで、参加者間
での共同の理解が⽣まれます。個⼈の知識や経験の幅が広がり、より包括的
な視野が得られます。 

2. 新たなアイデアや洞察: 対話によって意⾒や知識が交換されることで、新た
なアイデアや洞察が⽣まれることがあります。異なる視点や経験からの情報
が組み合わさり、創造的な解決策やアプローチが⽣まれる可能性がありま
す。 

3. 協⼒と協働: 対話によってコミュニケーションが促進されるため、参加者間
での協⼒や協働が進みます。問題解決や⽬標達成に向けての共同作業が推進
され、個⼈やチームの成果向上に寄与します。 
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4. リフレクションと学習: 対話を通じて⾃⾝の考えや意⾒を他者と共有し、議
論やフィードバックを受けることで、⾃⼰の思考や知識の再評価、反省が促
されます。このプロセスによって、個⼈や組織の学習と成⻑が促進されます。 

対話は、知識の共有と創造的な思考の促進を通じて、知働化の重要な要素となりま
す。対話によって複数の視点や経験が結びつき、より豊かな知のネットワークが形
成されることで、個⼈や組織の能⼒やパフォーマンスを向上させることができま
す。 

知働化研究会の⽸詰会やイベントによって、このような対話を促進してきました。
また、このポジションペーパーも対話を導くために書いています。 

3.3.7. 知働化 6＝⾃律 

実⾏可能知識と知働化は、⽀配的な関係においても機能することがありますが、よ
り⾃由度が⾼く、多様な状況に適応するためには「⾃律性」が重要です。この⾃律
性は、政治や組織、コミュニティなどの⺠主化とも深く関わっています。 

⾃律性は、個体やシステムが⾃らの意思や価値観に基づいて⾏動し、⾃⼰統制や⾃
⼰決定を⾏う能⼒を指します。⾃律的な個体やシステムは、外部からの指⽰や制約
に依存せずに⽬標を達成し、⾃⼰成⻑や独⾃の取り組みを進めることができます。 

⾃律性が重要な理由は次の通りです： 

1. 柔軟な適応⼒: ⾃律的な個体やシステムは、変化や複雑な状況に対して柔軟
に対応する能⼒を持っています。外部からの指⽰や制約に頼らずに⾃⾝の判断
や⾏動を調整できるため、新たな課題や環境への適応が容易になります。 

2. ⾼い意欲とエンゲージメント: ⾃律的な個体やシステムは、⾃⾝の⽬標や意
義に基づいて⾏動するため、⾼い意欲とエンゲージメントを持つことができ
ます。⾃⼰の関⼼やパッションに従って取り組むことで、創造性や成果の向上
につながります。 

3. 責任と信頼: ⾃律的な個体やシステムは、⾃らの⾏動に責任を持ち、信頼を
築くことができます。⾃⼰統制や⾃⼰管理を⾏うことで、他者との協働やチ
ームワークにおいても貢献することができます。 

⾃律性の実現によって、以下のようなアウトカムが⽣まれます： 

1. 創造性とイノベーション: ⾃律的な個体やシステムは、⾃⾝の考えやアイデ
アを追求し、独⾃の視点や解決策を⽣み出すことができます。⾃⼰の関⼼や
パッションに基づいて探求することで、新たなアイデアやイノベーションが
⽣まれます。 
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2. 主体性と成⻑: ⾃律的な個体やシステムは、⾃らの⽬標や成⻑に向けて⾃⼰
の意思で取り組みます。⾃⼰の学習やスキルの向上に主体性を持ち、⾃⼰実
現や発展を達成することができます。 

3. チームワークと協働: ⾃律的な個体やシステムが集まる場合、相互に信頼を
築き合い、個々の能⼒と⾃⼰責任を活かしながら、共同の⽬標に向けて協⼒
し協働します。⾃律性が⾼まることで、個⼈の主体性とチームのパフォーマ
ンスが向上します。 

⾃律性は、個⼈やチーム、組織、社会において重要な概念です。⾃律的な⾏動や意
思決定は、効果的なリーダーシップや組織⽂化の構築に貢献します。また、政治や
チームなどの集合体においても、⾃律性を持った個体やシステムの相互作⽤によっ
て、より持続可能な成果や共同の⽬標の達成が可能となります。 

3.3.8. 知働化 7＝気付き 

知働化は、知識から知恵への変換を指します。知恵とは物事や道理を識知・判断・
推理する精神作⽤であり、智慧や悟りを含むことがあります。知とは物事の道理を
判断し処理していく⼼の働きであり、物事の筋道を⽴て、計画し、正しく処理して
いく能⼒を指します。知の働きによって、我々は新たな気付きを得ることができま
す。 

気付きとは、ある事柄や状況に対して新たな理解や洞察を得ることを意味します。
知働化においては、気付きが重要な役割を果たします。気付きによって、我々は問
題の本質を⾒極めたり、新たなアイデアを発展させたり、より深い洞察を得たりす
ることができます。 

知働化は、仕事やエンジニアリングに限らず、⽇常⽣活のさまざまな⾏為や⾏動に
も関連しています。知識や経験を活かし、⾃⾝の意思や能⼒を発揮することによっ
て、我々は知の働きを通じて気付きを得ることができます。 

なぜ知働化が必要なのでしょうか？知働化によって得られる気付きは、以下のよう
な重要な理由から必要とされます： 

1. 問題解決と改善: 知働化による気付きは、問題解決や改善のための基盤とな
ります。新たな情報や視点に気付くことで、問題の本質を把握し、適切な解
決策や改善策を⾒出すことができます。 

2. 創造性とイノベーション: 気付きは創造性とイノベーションの源泉となりま
す。新たなアイデアやアプローチを発展させるためには、既存の枠組みや常
識にとらわれず、新たな気付きを得る必要があります。 
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3. 学びと成⻑: 気付きは学びと成⻑のプロセスを促進します。新たな知識や経験
に気付くことで、⾃⼰の能⼒や視野を広げ、個⼈や組織の成⻑を促すことが
できます。 

4. 意思決定と判断: 気付きは意思決定や判断の根拠となります。より深い洞察
や理解を得ることで、より正確な判断や効果的な意思決定が可能となりま
す。 

知働化における気付きの重要性を理解し、⽇常的に気付きを得ることで、個⼈や組
織のパフォーマンス向上や持続的な成果を実現することができます。気付きを得る
ためには、常に学び続ける姿勢や探究⼼を持ち、⾃⾝の知識や経験を積極的に活⽤
することが重要です。 

4. 知働化を⾶躍させる ゆる 

知働化アプローチをまとめてみましょう。 

1. 知働化 1 実⾏可能知識 記述された知識をゆるめ、環境と状況と共同する取
り組みです。ゆるコード 

2. 知働化 2 表現 さまざまな知識や思考の境界をゆるめ、理解しやすく伝わる
状態にしてくことです。ゆる経験 

3. 知働化 3 創造 その時の制約や問題をゆるめ、新たな枠組みを作り出すこと
です。ゆる制約 

4. 知働化 4 学習 刺激に対する画⼀的な反応をゆるめ、経験の区切りや選択群
のシステムを修正することです。 ゆる反応 

5. 知働化 5 対話 それぞれの異なった状況や情報をゆるめ、意⾒や知識を共有
するプロセスのことです。ゆる状況 

6. 知働化 6 ⾃律 観察と思考を停⽌させる⽀配をゆるめ、⾃らの意思や価値観
で⾏動することです。ゆる⽀配 

7. 知働化 7 気付き 変わり映えしない⽇常的な経験をゆるめ、新たな理解や洞
察を得ることです。ゆる⽇常 

このように知働化は、知をゆるめる⾏為と表現できます。ここでの「ゆる」とは、
構造を変化させ、ある対象に対する関係を弱くすることを⽰し、YURUism: 
Embracing the Art of Relaxation for Limitless Possibilities で整理しています。ゆる
イズムは、それぞれの状況にあった それぞれ個別の思考や⾏為を作り出すことも⽬
的としており、このポジションペーパーはその結果です。 

https://amzn.to/3OzFk1l
https://amzn.to/3OzFk1l
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YURUism: Embracing the Art of Relaxation for Limitless Possibilities 

• 電⼦書籍 YURUism: Embracing the Art of Relaxation for Limitless 
Possibilities https://amzn.to/3OzFk1l 

• ペーパーバック YURUism: Embracing the Art of Relaxation for Limitless 
Possibilities https://amzn.to/3Zdeos9 

https://amzn.to/3OzFk1l
https://amzn.to/3OzFk1l
https://amzn.to/3Zdeos9
https://amzn.to/3Zdeos9
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5. ⽇常⽣活の知働化ものがたり 

⻑野市で 1軒の住⺠からの騒⾳への苦情が公園の廃⽌につながるニュースを知りま
した。近隣住⺠の 1世帯が⼦どもの遊ぶ声がうるさいと訴え、市はその苦情を受け
て公園の閉鎖を決定しました。このニュースは⼤きな波紋を広げ、賛否両論の意⾒
が出されました。 

⻑野市は 1軒の住⺠からの騒⾳への訴えをきっかけに、公園の廃⽌を決め
ました。  https://www.nhk.or.jp/politics/articles/feature/94042.html 

「⼦どもの遊ぶ声がうるさい」。近隣住⺠ 1世帯の苦情に端を発し、⻑野
市が「公園」の閉鎖を決めたことが波紋を広げている。市側は地元の意⾒
も踏まえた総合的な判断で「1世帯の意⾒に流されたわけではない」と釈
明するが、⼦どもが⾃由に遊べる場を奪うとの⾒⽅から、批判の声が殺
到。⼀⽅で「私たちの苦しみも知ってほしい」と訴える抗議した男性に同
情の声も上がる。 https://sukusuku.tokyo-np.co.jp/hoiku/64235/ 

⼀⽅で、私の住んでいる地域でも同様の問題が存在します。道路で⼩さな⼦どもた
ちが端っこを歩いていると、⾃転⾞に乗った近隣のお年寄りから「危ない」と激し
い怒声が聞こえます。また、近所の公園ではボール遊びや⼤きな声を出すことが禁
⽌され、代わりにタバコを吸うお年寄りたちが集まっています。 

このような問題は、明確な解決策がなく、どちらの⽴場にも理解できる主張が存在
します。⼦どもたちが⾃由に遊ぶことができる環境と、住⺠の静寂な⽣活環境の両
⽴は容易ではありません。双⽅の要求や権利が衝突し、解決が困難なまま平⾏線に
なっている現状です。 

このエピソードは、知働化による問題解決が必要なケースを⽰しています。問題が
表⾯化するだけでなく、問題の本質を理解し、異なるステークホルダーの意⾒や利
益を考慮することが重要です。知の働きを通じて、双⽅の⽴場や価値観に気付きを
得ることが求められます。 

 

⻑野市や近所において、公園の利⽤に関する共存のジレンマが⽣じました。公園は
⼦どもたちが遊び、⼈々がリラックスする場所でありながら、近隣住⺠の中には騒
⾳や騒ぎが気になるという声がありました。 

⻑野市は 1軒の住⺠からの騒⾳への訴えを受け、公園の閉鎖を決定しました。この
決定は⼀部の住⺠の要望に基づいており、⼦どもたちの遊び場を奪うこととなりま
した。⼀⽅で、⼦どもたちや公園の活⽤者からは批判の声が上がり、共存の問題が
浮き彫りになりました。 
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公園の利⽤に関する問題は、単純な解決策ではなく、異なるステークホルダーの利
益や価値観が衝突していることが明らかです。 

知働化のアプローチを適⽤することで、この共存のジレンマを解決に近づける道が
⾒えてきます。ゆるめる（YURUism）アプローチを通じて、以下のようなアプロー
チを取ります。 

1. ゆるコード：公園利⽤のルールや制約をゆるめ、状況に応じた柔軟な運⽤を実現
します。公園の利⽤者や近隣住⺠の意⾒を尊重し、共有のルールを作り出しま
す。 

2. ゆる経験：異なるステークホルダー間での理解を深めるために、対話や体験を通
じてコミュニケーションを図ります。お互いの⽴場やニーズを理解し、共感を⽣
み出します。 

3. ゆる制約：公園の利⽤に関する制約を柔軟に⾒直し、異なるニーズをバランスさ
せるための新たな枠組みを作り出します。⼦どもの遊び場や静寂な場所の確保な
ど、共存の要素を考慮に⼊れます。 

4. ゆる反応：市や住⺠の反応や意⾒を受け⼊れつつ、適切な修正や改善を⾏いま
す。状況や経験に基づいたフィードバックを取り⼊れ、適切な調整を⾏います。 

5. ゆる状況：異なるステークホルダーの参加と協⼒を促すために、対話や意⾒交換
の場を提供します。共有の⽬標や価値観を共有し、協⼒して問題解決に取り組み
ます。 

6. ゆる⽀配：市や関係者のリーダーシップをゆるめ、⾃律性や共同決定を促しま
す。個々の意思や価値観を尊重し、共存のための適切なルールや枠組みを創り出
します。 

7. ゆる⽇常：問題解決の取り組みを⽇常に組み込み、持続可能な共存の実現を⽬指
します。⽇常の中で柔軟な発想と創造性を駆使し、共存の可能性を追求します。 

「共存のジレンマ：知働化による問題解決の迷⾛」は、知働化のアプローチを通じ
て、異なるステークホルダーが共存を実現するための道を模索するエピソードで
す。ゆるめるアプローチを適⽤することで、問題解決の迷⾛から持続可能な共存の
解決策を⾒出すことができるでしょう。 

知働化の探究は、まだ始まったばかりです。 皆さんとのお話しできることを楽しみ
にしています。 知働化とは何か、なぜ知働化が必要なのか、幅広く深くそして楽し
く議論していきましょう。 

■ 

https://amzn.to/3OzFk1l

